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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第33期

第２四半期連結
累計期間

第33期
第２四半期連結
会計期間

第32期

会計期間
自平成20年９月１日
至平成21年２月28日

自平成20年12月１日
至平成21年２月28日

自平成19年９月１日
至平成20年８月31日

売上高（千円） 6,260,258 2,519,449 11,760,859

経常利益又は経常損失（△）（千

円）
794,491 △80,550 1,420,557

四半期（当期）純利益又は四半期

純損失（△）（千円）
437,540 △94,992 362,265

純資産額（千円） － 4,755,735 4,858,793

総資産額（千円） － 12,527,254 12,482,477

１株当たり純資産額（円） － 1,090.20 1,020.25

１株当たり四半期（当期）純利益

金額又は四半期純損失金額（△）

（円）

97.74 △21.78 75.11

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） － 37.96 38.92

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
541,013 － 1,204,593

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△260,952 － △1,212,186

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△179,766 － 182,273

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ 997,785 928,264

従業員数（人） － 809 841

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。　

３．売上高には、消費税等は含んでおりません。
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結会計期間において、当企業グループ（当社及び連結子会社）が営む事業の内容について、重要な変

更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

 

３【関係会社の状況】

　当第２四半期連結会計期間において、以下の会社が新たに提出会社の関係会社となりました。　

名称 住所 資本金 主要な事業の内容
議決権の所有
割合又は被所
有割合（％）

関係内容

（連結子会社）      

VIETNAM KURAUDIA

CO.,LTD.

（注）１．２． 

ベトナム社会

主義共和国

ホーチミン市 

千米ドル

1,300

ウエディングドレス

の製造及び販売 
100.0

当社は平成21年５月よ

りウエディングドレス

の一部を仕入れる予定

であります。

役員の兼任・２名

株式会社ファーストウ

エディング 

（注）３． 

京都市右京区 
千円

10,000

婚礼衣裳の販売・レ

ンタル及び海外ウエ

ディングのプロ

デュース

100.0

（100.0）

当社は平成21年３月よ

り製・商品のレンタル

及び販売を行っており

ます。 

　（注）１．特定子会社に該当しております。

２．資本金は、平成21年２月28日現在の払込済金額であります。なお、平成21年３月４日付にて資本金の残額500

千米ドルの払込をしており最終払込済金額は1,800千米ドルであります。

３．議決権の所有割合の（　）内は、間接所有割合で内数であります。 

　　　

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成21年２月28日現在

従業員数（人） 809(154)

　（注）　従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数（パートタイマー）は、当第２四半期連結会計期間の平均人員を

（　）内に外数で記載しております。

(2）提出会社の状況

 平成21年２月28日現在

従業員数（人） 189(76)

　  （注）  従業員数は就業人員（当社から社外の出向者を除き、社外から当社への出向者を含む）であり、臨時雇用者数

（パートタイマー）は、当第２四半期会計期間の平均人員を（　）内に外数で記載しております。 
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

　当企業グループ（当社及び連結子会社）は、婚礼に関連したブライダル事業を主たる事業としており、他に事業がな

いことから、以下では事業の種類別セグメントにかえて、品目別に区分して記載しております。

(1）生産実績

　当第２四半期連結会計期間の生産実績を品目ごとに示すと、次のとおりであります。

品目
当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年12月１日
至　平成21年２月28日）

前年同期比（％）

ドレス（千円） 252,494 －

メンズ（千円） 61,306 －

合計（千円） 313,800 －

　（注）１．金額は、製造原価額（一部予定原価額を含む）によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(2）受注状況

　当第２四半期連結会計期間の受注実績を品目ごとに示すと、次のとおりであります。

品目

当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年12月１日
至　平成21年２月28日）

受注高 前年同期比(％) 受注残高 前年同期比(％)

製・商品（千円） 1,254,142 － 1,411,487 －

式場部門（ 組 ） 180 － 479 －

　（注）１．製・商品の金額は、販売価額によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(3）販売実績

　当第２四半期連結会計期間の販売実績を区分ごとに示すと、次のとおりであります。

区分
当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年12月１日
至　平成21年２月28日）

前年同期比（％）

製・商品売上（千円） 1,131,176 －

レンタル収入等（千円） 1,058,894 －

式場運営収入（千円） 329,379 －

合計（千円） 2,519,449 －

　（注）１．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　　　　２．販売実績が総販売実績の10％以上の相手先はありません。　

 式場運営

区分 施行組数 前年同期比（％）

式場部門（ 組 ） 109 －

２【経営上の重要な契約等】

  当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。
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３【財政状態及び経営成績の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当企業グループ（当社及び連結子会社）が判断し

たものであります。

 

（1）業績の状況

　　当第２四半期連結会計期間における我が国の経済は、世界的な金融危機の深刻化に伴う株価の低迷、円高の進行等

により企業業績の悪化及びそれに伴う雇用調整など先行きが不透明な状況が続いております。

　　このような経済環境のもと、当企業グループは、婚礼衣裳の製造メーカー機能を軸としてブライダル市場の川中事

業であるショップ事業（レンタル及び直販）に引続き注力するとともに、第１四半期連結会計期間より設立に着手

してまいりましたベトナム社会主義共和国における製造子会社「VIETNAM KURAUDIA CO.,LTD.」を平成20年12月に

新たに設立し、同月ベトナム・シンガポール工業団地において縫製工場を取得いたしました。なお、同社は平成21年

５月からの生産開始を予定しております。

　　また、多様化するお客様のニーズに対応するため、平成20年10月に発表した「JILLSTUART」「Barbie BRIDAL」に続

き、平成21年２月には、大手得意先とのコラボレーションにより女優・上戸彩さんがプロデュースするウエディン

グドレスの新ブランド「U AYA UETO DRESSES」の販売を開始いたしました。　

　　レンタル収入等は、国内については既存店がやや苦戦したものの、平成20年10月に開業したアルカンシエル横浜衣

裳室等の新規出店効果により増収となりました。海外についてはハワイを中心に取扱件数が増加した結果、増収と

なりました。式場運営収入は、前連結会計年度に新規開業した「アイネス　ヴィラノッツェ　オーシャンポートサイ

ド」の施行組数が大幅に増加したことにより、増収となりました。

　　以上の結果から、当第２四半期連結会計期間の当企業グループの業績は、ブライダル業界のオフシーズンであるた

め、売上高2,519百万円、営業損失94百万円、経常損失80百万円、四半期純損失94百万円となりました。

　　業績における所在地別セグメントの状況は、日本では売上高が2,808百万円（セグメント間の内部売上高339百万円

を含む。）、営業損失が53百万円、ハワイでは売上高が118百万円（セグメント間の内部売上高77百万円を含む。）、

営業利益が0百万円となりました。その他の地域では売上高が169百万円（セグメント間の内部売上高159百万円を

含む。）、営業損失が11百万円となりました。 

（2）財政状態の分析　

　  当第２四半期連結会計期間末の流動資産は、前連結会計年度末に比べ102百万円減少し、3,410百万円となりまし

た。これは主に貸倒引当金60百万円の増加によるものであります。固定資産は、前連結会計年度末に比べ147百万円

増加し、9,116百万円となりました。これは主に投資その他の資産200百万円の増加によるものであります。この結

果、資産合計は前連結会計年度末に比べ44百万円増加し、12,527百万円となりました。

　  流動負債は、前連結会計年度末に比べ69百万円減少し4,125百万円となりました。これは主に、買掛金11百万円、未

払法人税等45百万円の減少によるものであります。固定負債は、前連結会計年度末に比べ217百万円増加し、3,646百

万円となりました。これは主に長期借入金の増加270百万円によるものであります。この結果、負債合計は前連結会

計年度末に比べ147百万円増加し、7,771百万円となりました。

　  純資産は、前連結会計年度末に比べ103百万円減少し、4,755百万円となりました。これは主に、利益剰余金が366百

万円増加した一方で、第１四半期連結会計期間において自己株式を356百万円取得したこと及び為替換算調整勘定

112百万円の減少によるものであります。この結果、自己資本比率は37.96％となりました。　

（3）キャッシュ・フローの状況 

　　当第２四半期連結会計期間におけるキャッシュ・フローは、営業活動によるキャッシュ・フローが268百万円の収

入、投資活動によるキャッシュ・フローが174百万円の支出、財務活動によるキャッシュ・フローが171百万円の支

出となり、この結果、当第２四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物（以下「資金」という）期末残高は、997

百万円となりました。

　　当第２四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

　（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　　営業活動により得られた資金は268百万円となりました。これは主に、減価償却費134百万円、売上債権の減少536百

万円等を源泉とする収入があった一方で、税金等調整前四半期純損失92百万円、賞与引当金の減少123百万円、仕入

債務の減少99百万円等の支出によるものであります。

　（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　　投資活動により使用した資金は174百万円となりました。これは主に、有形・無形固定資産の取得による支出170百

万円等によるものであります。

　（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　　財務活動により使用した資金は171百万円となりました。これは主に、長期借入れによる100百万円の収入があった

一方で、短・長期借入金の返済262百万円等の支出によるものであります。 
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（4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　  当第２四半期連結会計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。 

（5）研究開発活動

　  該当事項はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第２四半期連結会計期間において、ウエディングドレスの生産数量拡大及び供給の安定化を図るためベトナム

社会主義共和国ホーチミン市に「VIETNAM KURAUDIA CO.,LTD.」を設立したことにより、同社が取得した縫製工場

が新たに当企業グループの主要な設備となりました。その設備の状況は、次のとおりであります。

在外子会社  

会社名 事業所名
(所在地) 事業区分

設備
の内
容

帳簿価額（千円）
従業員
数
（人）

建物及
び構築
物

機械装
置及び
運搬具

土地
(面積
㎡)

その他 合計

VIETNAM
KURAUDIA
CO.,LTD.

本社
（ベトナム社会主
義共和国　ホーチ
ミン市）

ウエディン
グドレス製
造

生産
設備 89,434 －

－

(     －)
－  89,434 －

      （注）土地（4,904.20㎡）については、ベトナム・シンガポール工業団地より賃借しております。

 

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第２四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設について完了

したものは、次のとおりであります。

　株式会社クラウディアコスチュームサービス（国内子会社）において、前四半期連結会計期間末に計画しており

ました衣裳室の新設のうち札幌衣裳室が平成20年12月に完了し、12月から開業しております。

 

(3）重要な設備計画の変更

　当第２四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設について重要

な変更があったものは、次のとおりであります。

　前四半期連結会計期間末に会社名未定として計画しておりましたベトナム社会主義共和国ホーチミン市の縫製工

場の新設について、平成20年12月に「VIETNAM KURAUDIA CO.,LTD.」の商号で設立し、完了予定年月を当初の平成21

年８月から平成21年５月に変更いたしました。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 19,000,000

計 19,000,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成21年２月28日）

提出日現在発行数（株）
（平成21年４月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 4,844,600 4,844,600

大阪証券取引所

東京証券取引所

各市場第一部

単元株式数

100株

計 4,844,600 4,844,600 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　  該当事項はありません。

（３）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（千株）

発行済株式総
数残高
（千株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成20年12月１日～

平成21年２月28日　
－ 4,844 －　 1,071,590 －　 1,102,138
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（５）【大株主の状況】

 平成21年２月28日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

有限会社クラエンタープライズ 京都市東山区粟田口三条坊町19－１    963 19.89

倉　正治 京都市東山区 897 18.52

株式会社クラウディア 京都市右京区西院高田町34 482 9.95

日本トラスティ・サービス信託銀

行株式会社（信託口）
東京都中央区晴海１丁目８番11号 366 7.55

ドイチェ　バンク　アーゲー　ロン

ドン　ピービー　ノントリティー　

クライアンツ613

（常任代理人　ドイツ証券株式会

社）

TAUNUSANLAGE 12, D-60325 FRANKFURT AM

MAIN. FEDERAL REPUBLIC OF GERMANY

（東京都千代田区永田町２丁目11番１号）

  

241 4.98

クラウディア従業員持株会  京都市右京区西院高田町34 205 4.24

エイチエスビーシー　ファンド　

サービシィズ　クライアンツ　アカ

ウント　500　ピー

（常任代理人　香港上海銀行東京

支店） 

1 QUEEN'S ROAD CENTRAL HONG KONG

（東京都中央区日本橋３丁目11番１号） 
91 1.88

ゴールドマン・サックス・イン

ターナショナル

（常任代理人　ゴールドマン・

サックス証券株式会社）

133 FLEET STREET LONDON EC4A 2BB, U. K

（東京都港区六本木６丁目10番１号） 
83 1.72

日本トラスティ・サービス信託銀

行株式会社（信託口４Ｇ）
東京都中央区晴海１丁目８番11号 78 1.62

株式会社三井住友銀行 東京都千代田区有楽町１丁目１番２号 63 1.30

計 － 3,473 71.69

　（注）１．上記所有株式数のうち、信託業務に係る株式数は次のとおりであります。

　　　　　　日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口）　　　　366千株

　　　　　　日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口４Ｇ）　　 78千株

２．タワー投資顧問株式会社から、平成20年10月10日付で変更報告書の写しの送付があり、平成20年10月９日現

在で440千株を保有している旨の報告を受けておりますが、当社として当第２四半期連結会計期間末時点に

おけるタワー投資顧問株式会社の実質所有株式数の確認ができませんので、上記大株主の状況には含めてお

りません。

　　なお、提出者（大量保有者）の内容は、以下のとおりであります。

　　大量保有者　タワー投資顧問株式会社

　　住所　東京都港区芝大門１丁目12番16号

　　保有株券等の数　株式　440,900株

　　株券等保有割合　9.10％ 
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（６）【議決権の状況】

　　　　　　    ①【発行済株式】

 平成21年２月28日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － 　－ －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式      482,300－ 単元株式数　100株

完全議決権株式（その他） 普通株式    4,353,700 43,537 同上

単元未満株式 普通株式        8,600－ －

発行済株式総数 4,844,600 － －

総株主の議決権 － 43,537 －

　

②【自己株式等】

 平成21年２月28日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

株式会社クラウディア　
京都市右京区西院高田町

34番地　
482,300 － 482,300 9.95

計 － 482,300 － 482,300 9.95

　

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別 平成20年９月 平成20年10月平成20年11月平成20年12月平成21年１月 平成21年２月

最高（円） 1,154 1,120 1,100 1,065 1,200 1,120

最低（円） 1,102 836 950 970 975 1,016

（注）　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。　
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、四半期連結財務諸表は、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」

（平成20年８月７日内閣府令第50号）附則第７条第１項第５号ただし書きにより、改正後の四半期連結財務諸表規則

に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第２四半期連結会計期間（平成20年12月１日から平

成21年２月28日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成20年９月１日から平成21年２月28日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、京都監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年２月28日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年８月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,021,036 1,063,886

受取手形及び売掛金 ※3
 1,377,184

※3
 1,370,418

商品及び製品 269,400 253,030

原材料 104,131 113,977

仕掛品 194,294 196,499

貯蔵品 122,802 128,672

繰延税金資産 195,100 178,652

その他 216,923 237,846

貸倒引当金 △89,878 △29,006

流動資産合計 3,410,996 3,513,976

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 3,826,462 3,806,726

減価償却累計額 △1,221,419 △1,179,839

建物及び構築物（純額） 2,605,043 2,626,886

機械装置及び運搬具 240,990 254,296

減価償却累計額 △161,678 △157,011

機械装置及び運搬具（純額） 79,311 97,285

工具、器具及び備品 356,689 384,708

減価償却累計額 △219,426 △223,994

工具、器具及び備品（純額） 137,262 160,713

土地 3,044,448 3,030,348

建設仮勘定 － 2,101

有形固定資産合計 5,866,066 5,917,335

無形固定資産

借地権 38,642 23,280

のれん 271,059 288,001

その他 7,749 7,749

無形固定資産合計 317,451 319,031

投資その他の資産

投資有価証券 117,777 118,559

保険積立金 370,825 350,948

差入保証金 1,907,835 1,930,409

繰延税金資産 202,047 194,654

その他 402,445 232,319

貸倒引当金 △68,190 △94,756

投資その他の資産合計 2,932,740 2,732,134

固定資産合計 9,116,258 8,968,501

資産合計 12,527,254 12,482,477
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年２月28日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年８月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 348,013 359,838

短期借入金 1,288,000 1,405,000

1年内償還予定の社債 120,000 120,000

1年内返済予定の長期借入金 1,006,516 852,294

未払法人税等 280,152 325,870

賞与引当金 131,762 129,737

役員賞与引当金 49,998 29,150

その他 900,989 972,919

流動負債合計 4,125,432 4,194,809

固定負債

社債 800,000 860,000

長期借入金 2,386,090 2,115,406

役員退職慰労引当金 422,530 412,554

その他 37,466 40,915

固定負債合計 3,646,087 3,428,875

負債合計 7,771,519 7,623,684

純資産の部

株主資本

資本金 1,071,590 1,071,590

資本剰余金 1,102,138 1,102,138

利益剰余金 3,110,786 2,744,681

自己株式 △459,067 △102,561

株主資本合計 4,825,446 4,815,848

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △230 233

為替換算調整勘定 △69,480 42,711

評価・換算差額等合計 △69,711 42,945

純資産合計 4,755,735 4,858,793

負債純資産合計 12,527,254 12,482,477
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年９月１日
　至　平成21年２月28日)

売上高 6,260,258

売上原価 1,987,001

売上総利益 4,273,257

販売費及び一般管理費 ※
 3,509,083

営業利益 764,174

営業外収益

受取利息 2,892

受取配当金 34

受取賃貸料 21,456

受取手数料 17,154

為替差益 17,925

その他 10,606

営業外収益合計 70,070

営業外費用

支払利息 36,566

その他 3,186

営業外費用合計 39,752

経常利益 794,491

特別損失

固定資産除却損 12,181

特別損失合計 12,181

税金等調整前四半期純利益 782,310

法人税、住民税及び事業税 369,301

法人税等調整額 △24,531

法人税等合計 344,770

四半期純利益 437,540
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間
(自　平成20年12月１日
　至　平成21年２月28日)

売上高 2,519,449

売上原価 872,324

売上総利益 1,647,124

販売費及び一般管理費 ※
 1,741,164

営業損失（△） △94,040

営業外収益

受取利息 1,835

受取配当金 22

受取賃貸料 10,700

受取手数料 9,125

為替差益 8,229

その他 3,052

営業外収益合計 32,966

営業外費用

支払利息 18,213

その他 1,263

営業外費用合計 19,477

経常損失（△） △80,550

特別損失

固定資産除却損 12,181

特別損失合計 12,181

税金等調整前四半期純損失（△） △92,732

法人税、住民税及び事業税 △33,602

法人税等調整額 35,862

法人税等合計 2,260

四半期純損失（△） △94,992
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年９月１日
　至　平成21年２月28日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 782,310

減価償却費 230,228

のれん償却額 16,941

貸倒引当金の増減額（△は減少） 40,273

賞与引当金の増減額（△は減少） 3,017

役員賞与引当金の増減額（△は減少） 20,848

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 9,976

受取利息及び受取配当金 △2,927

支払利息 36,566

固定資産除却損 12,181

売上債権の増減額（△は増加） △9,307

たな卸資産の増減額（△は増加） △10,874

差入保証金の増減額（△は増加） △34,156

仕入債務の増減額（△は減少） △3,746

未払消費税等の増減額（△は減少） 17,880

その他 △125,076

小計 984,136

利息及び配当金の受取額 3,179

利息の支払額 △32,875

法人税等の支払額 △413,426

営業活動によるキャッシュ・フロー 541,013

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △100,925

定期預金の払戻による収入 100,124

有形固定資産の取得による支出 △214,653

無形固定資産の取得による支出 △19,068

貸付けによる支出 △30,899

貸付金の回収による収入 4,470

投資活動によるキャッシュ・フロー △260,952

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △117,000

長期借入れによる収入 930,000

長期借入金の返済による支出 △505,094

社債の償還による支出 △60,000

自己株式の取得による支出 △356,506

配当金の支払額 △71,166

財務活動によるキャッシュ・フロー △179,766

現金及び現金同等物に係る換算差額 △30,773

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 69,520

現金及び現金同等物の期首残高 928,264

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 997,785
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年９月１日
至　平成21年２月28日）

１．連結の範囲に関する事項

の変更

(1) 連結の範囲の変更　

   第１四半期連結会計期間より、「株式会社クラウディア安芸ソーイング」を、当第２

四半期連結会計期間より、「VIETNAM KURAUDIA CO.,LTD.」及び「株式会社ファースト

ウエディング」を新たに設立したため、連結の範囲に含めております。　

(2) 変更後の連結子会社の数　

　　10社

２．会計処理基準に関する事

項の変更

(1)「棚卸資産の評価に関する会計基準」の適用

　第１四半期連結会計期間より、「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第

９号　平成18年７月５日）を適用し、評価基準については原価法から原価法（収益性の低

下に基づく簿価切下げの方法）に変更しております。

　なお、この変更に伴う損益に与える影響はありません。

 (2)「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用　

　第１四半期連結会計期間より、「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関

する当面の取扱い」（実務対応報告第18号　平成18年５月17日）を適用しております。

　なお、この変更に伴う損益に与える影響はありません。

 (3)「リース取引に関する会計基準」の適用　

　所有権移転外ファイナンス・リース取引については、従来、賃貸借取引に係る方法に準

じた会計処理によっておりましたが、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準

第13号（平成５年６月17日（企業会計審議会第一部会）、平成19年３月30日改正））及

び「リース取引に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第16号（平成６

年１月18日（日本公認会計士協会　会計制度委員会）、平成19年３月30日改正））が平成

20年４月１日以後開始する連結会計年度に係る四半期連結財務諸表から適用することが

できることになったことに伴い、第１四半期連結会計期間からこれらの会計基準等を早

期適用し、通常の売買取引に係る会計処理によっております。

　また、所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産の減価償却の方法につ

いては、リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。

　ただし、リース取引開始日が、リース会計基準等適用初年度開始前の所有権移転外ファ

イナンス・リース取引については、引き続き通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計

処理によっております。

　なお、この変更に伴う損益に与える影響はありません。

【簡便な会計処理】

 
 
 

当第２四半期連結累計期間　
（自　平成20年９月１日　
至　平成21年２月28日）　

固定資産の減価償却費の算定

方法

　定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按

分して算定する方法によっております。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第２四半期連結会計期間末
（平成21年２月28日）

前連結会計年度末
（平成20年８月31日）

　１．保証債務

　　  連結会社以外の会社の金融機関等からの借入に対し、

保証債務を行っております。

　　有限会社貸衣裳東陣　　　　　　　　　1,526千円

　２．受取手形裏書譲渡高　               25,720千円

※３．四半期連結会計期間末日満期手形

　　　四半期連結会計期間末日の会計処理については、四半期

連結会計期間末日が金融機関の休日でしたが、満期日

に決済が行われたものとして処理しております。四半

期連結会計期間末日満期手形の金額は、次のとおりで

あります。

　　受取手形　　　　　　　　　　　　　 27,013千円　

　　裏書手形　　　　　　　　　　　　　　6,447千円 

　１．保証債務

　　　連結会社以外の会社の金融機関等からの借入に対し、保

証債務を行っております。

　　有限会社貸衣裳東陣　　　　　　　　　2,734千円

　２．受取手形裏書譲渡高　               26,960千円

※３．連結会計年度末日満期手形

　　　連結会計年度末日の会計処理については、連結会計年度

末日が金融機関の休日でしたが、満期日に決済が行わ

れたものとして処理しております。連結会計年度末日

満期手形の金額は、次のとおりであります。

　　受取手形　　　　　　　　　　　　　 13,028千円　

　　裏書手形　　　　　　　　　　　　　　3,100千円

（四半期連結損益計算書関係）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年９月１日
至　平成21年２月28日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。　

　　見本品費 　　　　　　　　 　       113,981千円

　　広告宣伝費   　　　　　　　　　　  280,103

  　給与手当　　                       962,902      

　　賞与引当金繰入額　　 　　　 　　　 114,823     

　　役員賞与引当金繰入額　　　　　　　  49,998 

　　退職給付費用　　　　　　　　　　　　21,293      

　　役員退職慰労引当金繰入額　　　　　 　9,976     

　　地代家賃　　　　　　　　　　　　　 298,949    

　　減価償却費　　　　　　　　　　　　 153,480      

　　支払手数料　　　　　　　　　　　   280,321      

　　貸倒引当金繰入額　　　　　　　　　　66,302      

当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年12月１日
至　平成21年２月28日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。　

　　見本品費　　　　　　　　　　　　　　57,388千円

　　広告宣伝費　　　　　　　　　　　　 151,739      

　　給与手当　　　　　　　　　　　　 　517,619      

　　賞与引当金繰入額　　　　　　　　　 △5,343      

　　役員賞与引当金繰入額　　　　　　　　24,999      

　　退職給付費用　　　　　　　　　　　　11,246      

　　役員退職慰労引当金繰入額　　　　　 　5,626     

　　地代家賃　　　　　　　　　　　　　 152,313     

　　減価償却費　　　　　　　　　　　　　77,565      

　　支払手数料　　　　　　　　　　　 　128,067      

　　貸倒引当金繰入額　　　　　　　　　  34,210     
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年９月１日
至　平成21年２月28日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係　

（平成21年２月28日現在）

現金及び預金勘定　 　1,021,036千円

預入期間が３か月を超える定期預金　 △23,251

現金及び現金同等物　 997,785

 

（株主資本等関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成21年２月28日）及び当第２四半期連結累計期間（自　平成20年９月１日　至　

平成21年２月28日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式　　4,844,600株　

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式　　　482,342株　　

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。　

４．配当に関する事項

　　　　(1) 配当金支払額　

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年11月26日

定時株主総会
普通株式 71,435 15平成20年８月31日平成20年11月27日利益剰余金

　　　　(2) 基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間末後

となるもの　

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成21年４月９日

取締役会
普通株式 65,433 15平成21年２月28日平成21年５月12日利益剰余金

５．株主資本の金額の著しい変動　

　会社法第165条第３項の規定により読み替えて適用される同法第156条第１項の規定に基づき、平成20年10月

８日開催の取締役会において自己株式を取得することを決議し、次のとおり実施いたしました。

①　取得株式の種類　　当社普通株式　

②　取得株式の総数　　400,000株

③　取得価額の総額　　356,400千円

④　取得日　　　　　　平成20年10月９日

⑤　取得方法　　　　　東京証券取引所の自己株式立会外買付取引による買付け
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

　当第２四半期連結会計期間（自平成20年12月１日　至平成21年２月28日）及び当第２四半期連結累計期間（自

平成20年９月１日　至平成21年２月28日）において、当企業グループは、婚礼に関連したブライダル事業を主たる

事業としており、当該事業以外に事業の種類がないため該当事項はありません。

 

【所在地別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間（自平成20年12月１日　至平成21年２月28日）

 
日本
（千円）

ハワイ
（千円）

その他 
（千円） 

計
（千円）

消去又は全
社
（千円）

連結
（千円）

 売上高                         

(1）外部顧客に対する売上高 2,469,32140,762 9,3652,519,449 － 2,519,449

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高
339,60277,524159,883577,010(577,010) －

計 2,808,924118,287169,2483,096,459(577,010)2,519,449

 営業利益又は営業損失

（△）
△53,284 167 △11,781△64,898(29,141)△94,040

当第２四半期連結累計期間（自平成20年９月１日　至平成21年２月28日）

 
日本
（千円）

ハワイ
（千円）

その他 
（千円） 

計
（千円）

消去又は全
社
（千円）

連結
（千円）

 売上高                         

(1）外部顧客に対する売上高 6,142,316103,03614,9056,260,258 － 6,260,258

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高
743,990262,561368,8661,375,417(1,375,417)－

計 6,886,307365,597383,7717,635,676(1,375,417)6,260,258

 営業利益又は営業損失

（△）
780,72869,185△22,366827,547(63,373)764,174

　（注）１．国又は地域は、地理的近接度により区分しております。

２．本邦以外の区分に属する国又は地域の内訳は次のとおりであります。

　　ハワイ・・・米国ハワイ州のみをその地域としております。

　　その他・・・ミクロネシア（グアム及びサイパン）、オーストラリア、中華人民共和国

 

【海外売上高】

当第２四半期連結会計期間（自平成20年12月１日　至平成21年２月28日）及び当第２四半期連結累計期間（自

平成20年９月１日　至平成21年２月28日）において、海外売上高の合計が連結売上高の10％未満であるため、海

外売上高の記載を省略しております。

　

（有価証券関係）

　有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日に比べて著しい変動が認められ

ないため、記載しておりません。　

（デリバティブ取引関係）

　該当事項はありません。　

（ストック・オプション等関係）

該当事項はありません。　
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
（平成21年２月28日）

前連結会計年度末
（平成20年８月31日）

１株当たり純資産額 1,090.20円 １株当たり純資産額 1,020.25円

２．１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額

当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年９月１日
至　平成21年２月28日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年12月１日
至　平成21年２月28日）

１株当たり四半期純利益金額 97.74円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。　

１株当たり四半期純損失金額 21.78円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額又は四半金純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年９月１日
至　平成21年２月28日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年12月１日
至　平成21年２月28日）

四半期純利益又は四半期純損失（△）（千円） 437,540 △94,992

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益又は四半期純損失

（△）（千円）
437,540 △94,992

期中平均株式数（株） 4,476,581 4,362,267

（重要な後発事象）

　　　　該当事項はありません。　

（リース取引関係）

　リース取引開始日が、リース会計基準等適用初年度開始前の所有権移転外ファイナンス・リース取引について、通

常の賃貸借取引に係る方法に準じて処理を行っておりますが、当四半期連結会計期間末におけるリース取引残高は

前連結会計年度末に比べて著しい変動が認められないため記載しておりません。　

２【その他】

中間配当について

　平成21年４月９日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

　(イ) 中間配当による配当金の総額・・・・・・65,433千円

　(ロ) １株当たりの金額・・・・・・・・・・・15円00銭

　(ハ) 支払請求の効力発生日及び支払開始日・・平成21年５月12日

　　（注）　平成21年２月28日現在の株主名簿に記載または記録された株主または登録質権者に対し、支払いを行います。 
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年４月14日

株式会社クラウディア

取締役会　御中

京都監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 秋山　直樹　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 矢野　博之　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社クラウディ

アの平成20年９月１日から平成21年８月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成20年12月１日から平成

21年２月28日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成20年９月１日から平成21年２月28日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期

レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財

務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社クラウディア及び連結子会社の平成21年２月28日現在の財政状

態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期

間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。

 

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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